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広島支社 支社長：上野康史
（昭和５７年 理工学部卒業）

〒730-0037 広島市中区袋町5-25 広島袋町ﾋﾞﾙ9F

TEL：０８２-２４１-６２２１（代） ＦＡＸ：０８２-２４２-１０３６

あなただけのオーダーメイドの

生命保険をご提案します。

第13号

螢窓会 

平成24年度代表者  上野　康史
（昭和57年  理工学部卒業)

広島県校友会ネットワーク
区
分 名　称 会長及び

代表者名 連絡先 行　事 会員数

支
援 立命館大学螢窓会 上野　康史

(S57 理工)
広島市中区江波本町２-17　永井三恵子（H７ 経済）
〒730-0833　TEL（082）299-3911

総会　
研修旅行 21名

地
区
組
織

呉地区同窓会 辰野　安秀
(S33 理工)

呉市安浦町中央２丁目２-50　松田英通（S50 法）
〒737-2516　TEL（0823）84-2112

総会
役員会 300名

東広島地区校友会 渡橋　　誠
(S47 理工)

東広島市西条町土与丸429-２　藤岡康博（S48 理工）
〒739-0003　TEL（082）423-5168

総　会　年１回
役員会　年２回
新年会

261名

広島県
西部地区校友会

谷　　眞二
(S48 理工)

廿日市市平良山手５-19　平岡　滋（S62 法）
〒738-0027 TEL （0829）54-6201 毎年総会開催 260名

北部地区校友会 今村　義照
(S37 法)

広島市安佐南区可部南４‒10‒９‒５　松島哲也（S36 文)
〒731‒0223　TEL（082）814-8839 322名

学
科

立命館大学
建設会広島県支部

支部長　　
竹本　　稔
(S56 理工)

広島市中区鶴見町４-22　MKDビル８F
前田建設工業㈱中国支店内　佐藤泰啓（S56 理工）　
〒730-0045　TEL（082）246-9181

総会(６末)
ゴルフコンペ年２回 100名

女
性 メッチェン広島 高面　寿子

(S43 法)
広島市東区牛田新町４-13-１-1202
〒732-0068　TEL（082）229-7971

ハナミズキ会
(H24・５/20) 651名

職
域
組
織

広島市役所支部 田中　龍次
(S50 産社)

広島市西区庚午中４丁目21-26-409　盛中博夫（S52 経済）
〒733-0822　TEL（082）274-0838 総会 120名

呉市役所
立命館大学同窓会

植木　　稔
(S53 産社)

呉市焼山東１丁目４-11　　平木文尊（H４ 文）　
〒737-0936　TEL（0823）33-5186

総会　新年会
関関同立ボーリング大会 26名

立命館大学
広島県庁校友会

木原　　健
(S54 法)

広島市中区吉島町２-16-504　倉迫昭宏（S61 法）
〒730-0821　TEL（082）543-6503 総会 110名

ひろぎん立命会 妻崎　博之
(S58 法)

広島市中区紙屋町１丁目３-８　
株式会社広島銀行　総合企画部　瀧岡英則（H16 政策）
〒730-0031　TEL（080）1931-8971

総会 145名

同
好
会
組
織

大野実佐子をきく
広島立命の会

竹島　宗雄
(S47 法)

廿日市市宮内73-70　国吉真理子（S50 文）
〒738-0034　TEL（0829）38-0392

総会(隔年)
役員会(年数回)
会報誌の発行
忘年会

200名

リッツ広島
ゴルフ同好会

渡辺　俊二
(S47 理工)

広島市東区牛田本町２-10-16-201　
〒732-0066　TEL（082）211-3492

関関同立戦等コンペ２～３回
会員懇親会開催 50名

立命呉わだつみ会 室澤　喜洋
(S38 経済)

呉市清水１丁目３-６　中川義角（S43 経済）
〒737-0022　TEL（0823）21-1079

呉地区関関同立コン
ペ等適宜 26名

立命歩こう会 佐藤　　誠
(S49 産社)

広島市東区中山新町２丁目10-９
〒732-0021　TEL 090-8065-6771 10名
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今
春　

４
月
21
日
（
土
）
東
広
島
Ｃ

Ｃ　

北
コ
ー
ス
に
於
い
て
、
第
20
回

リ
ッ
ツ
広
島
ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
部
校
友
会
か
ら
の
協
力
も

い
た
だ
き
、
23
名
、
６
組
で
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
和
や
か
な
中
に
も
そ

こ
は
勝
負
の
世
界
、
当
然
優
勝
を
目
指

し
ま
す
。
結
果
、
堅
実
な
プ
レ
ー
に
徹

し
た
松
浦
洋
二
さ
ん
（
昭
和
39
・
法
）

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
（
拍
手
、
拍
手
、

拍
手
で
す
。
）

　

こ
の
会
は
、
年
２
回
の
定
例
会
と
毎

年
秋
（
10
月
頃
）
に
開
催
さ
れ
る
関
関

同
立
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
を
主
に
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
対
抗
戦
の
成
績
は
過
去

13
回
の
内
、
優
勝
７
回
の
関
大
を
筆
頭

に
共
に
３
回
の
立
命
、
同
志
社
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
団
体
戦
は
関
大
の
圧
勝
で
、

我
が
母
校
は
２
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
人
戦
で
は
梅
垣
昌
嗣
さ
ん

（
昭
和
37
・
経
済
）
が
見
事
な
優
勝
を

飾
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
会
の
目
標
の
一
つ
に
、
対
抗
戦

に
勝
利
す
る
事
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
若
い
力
も
必
要
で
す
。

団
体
戦
の
優
勝
を
目
指
し
て
、
一
緒
に

同
好
会
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
多
く

の
校
友
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。（

昭
47
理
工
学
部
卒　

渡
辺
俊
二
）

　

螢
窓
会
は
、
平
成
14
年
に
校
友
会
の

支
援
団
体
と
し
て
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

校
友
会
全
体
の
繁
栄
の
手
助
け
を
す

る
と
同
時
に
、
若
い
校
友
の
実
社
会
に

お
け
る
活
躍
の
場
を
作
り
応
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
総
会
や

年
２
回
の
例
会
、
そ
し
て
秋
に
は
一
泊

旅
行
を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

私
が
事
務
局
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
５
〜
６
年
前
、

本
当
に
軽
い
気

持
ち
か
ら
の
参

加
で
し
た
。
し

か
し
回
を
重
ね

る
ご
と
に
、
豊

富
な
社
会
経
験

を
積
ん
で
こ
ら

れ
た
先
輩
方
が
、

ご
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
を
無
償
で

提
供
し
、
若
い

校
友
た
ち
に
飛

躍
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
熱
い
思
い

を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
に
心
を
打
た

れ
、
私
達
後
輩
も
、
先
輩
方
が
培
っ
て

こ
ら
れ
た
校
友
会
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

日
々
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
、
先
輩
方
と
貴
重
な
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の

様
に
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
が
持
て

る
の
も
、
伝
統
あ
る
立
命
館
な
ら
で
は

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
平
７
経
済
学
部
卒　

永
井
三
恵
子
）
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昨
年
の
活
動
の
中
で
、
大
野
さ
ん
と

時
間
を
共
に
す
る
機
会
が
三
度
あ
っ
た
。

　

先
ず
、
三
月
に
、
隔
年
開
催
の
当
会

総
会
に
来
広
頂
き
、
懇
親
会
の
席
で

「
稗
搗
き
節
」
等
を
透
明
感
の
あ
る
声

で
し
っ
と
り
と
―
― 

。
皆
を
魅
了
し

た
。

　

次
は
五
月
。
師
匠
の
佐
々
木
基
晴
氏

等
と
特
別
出
演
す
る
倉
敷
市
の
第
十
五

回
記
念
大
会
「
市
民
民
謡
ま
つ
り
」
に

当
会
か
ら
十
人
が
倉
敷
市
民
会
館
へ
。

中
央
の
一
番
前
の
席
に
陣
取
り
、
彼
女

に
手
を
振
っ
た
り
、
カ
メ
ラ
で
パ
チ
、

パ
チ
。
本
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
、

歴
史
あ
る
町
並
み
を
バ
ッ
ク
に
パ
チ
リ

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
会
場
内
で
写
真
、

談
笑
等
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。

　

三
つ
目
は
十
月
。
京
都
会
館
で
開
催

さ
れ
た
「
京
都
民
謡
ま
つ
り
」
へ
七
人

が
追
っ
か
け
。
公
演
中
に
は
司
会
者
が
、

「
広
島
か
ら
応
援
団
が
来
て
い
る
」
旨

の
紹
介
、
公
演
後
は
、
皆
で
大
野
さ
ん

を
囲
ん
で
の
お
茶
、
全
員
で
は
な
い
が

帰
路
新
幹
線
待
ち
の
間
に
一
緒
に
夕
食

等
々
、
思
い
出
に
残
る
京
の
一
日
で

あ
っ
た
。

現
在
、
民
謡
の
歌
姫
大
野
さ
ん
の
P
R

と
会
員
の
意
識
高
揚
を
図
ろ
う
と
バ
ッ

ジ
作
製
中
で
あ
る
。
乞
う
ご
期
待
!

（
昭
47
法
学
部
卒　

竹
島
宗
雄
）

▼
会
報
紙
の
編
集
に
初
め
て
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
投
稿
の
依

頼
か
ら
広
告
の
お
願
い
ま
で
気
持
ち

よ
く
御
協
力
頂
き
、
あ
ら
た
め
て
立

命
校
友
の
気
さ
く
さ
と
暖
か
さ
に
触

れ
ま
し
た
。
先
輩
、
後
輩
を
問
わ
ず

気
軽
に
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
み
て

下
さ
い
。
き
っ
と
立
命
館
大
学
校
友

の
暖
か
さ
を
実
感
し
ま
す
。

 

（
塚
本　

記
）

▼
広
告
に
御
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

企
業
は
94
社
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
広
告
は
心
配
の

種
で
し
た
。
編
集
人
は
仕
事
と
し
て

や
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
お
り
ま

す
。
原
稿
も
広
告
も
皆
様
の
御
協
力

が
な
け
れ
ば
継
続
で
き
ま
せ
ん
。
今

回
、
企
業
紹
介
の
企
画
を
し
ま
し

た
。
校
友
が
社
会
人
と
し
て
第
一
線

で
生
き
ゝ
と
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
現
役
の
校
友
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

 

（
市
村　

記
）

活
動
だ
よ
り

第
20
回
リ
ッ
ツ
広
島

　
　

ゴ
ル
フ
同
好
会

編

集

後

記

大
野
実
佐
子
の
会

螢　

窓　

会
、

祝
10
周
年
!!

平成24年度 校友大会のご案内
■日　時　平成24年９月１日（土）
　　　　　60周年記念事業（15:30～17:00）
　　　　　　記念講演会「清盛の父親は誰か
　　　　　　　　　　　　　－大河ドラマの真実－」
　　　　　　　立命館大学文学部教授　美川　圭
　　　　　　演　　　舞　チアリーダー
　　　　　　　　　　　　（立命館大学応援団）
　　　　　第一部　総　会
　　　　　　　　　　（17:00～18:00）
　　　　　第二部　懇親会
　　　　　　　　　　（18:00～20:00）
■会　場　ホテルグランヴィア広島（広島駅新幹線口)
　　　　　記 念 講 演：４階　悠久の間
　　　　　総会・懇親会：３階　天平の間
■会　費　男性　　　　　　　　 　　8,000円
　　　　　　卒業後10年未満の校友
            (平成15卒以降）　　　6,000円
　　　　　女性　　　　　　　　　　　6,000円
　　　　　新卒（平成24年卒業）　　3,000円
　　　　　（当日、受付でお支払いください）

※出欠のご連絡は、同封のハガキでお願いします｡


